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～希望を持つ年 ２０２４年～ 
  

2024年新たな年を迎えました。今年が生徒たちにとって素晴らしい年になりますよう、教職

員一同お祈り申し上げます。 

９日の始業式で、「人間が想像できることは、人間が必ず実現できる」という話をしました。 

今年は 2024 年です。あと 77 年後は 2101 年となり、22 世紀となります。人生 100 年

の時代ですから、現在の中学生は 22世紀の世界を見ることができます。22世紀は統計上では、

日本の人口は今の１億２千万人の約半分、６千万人になるといわれています。また、地球温暖化

が進み、気温が４０度を超える日が日本中で観測されるといいます。しかし、心配はいりません、

昔の人々は、人間が空を飛ぶことや、遠くの人に声や思いが届くことを夢見て、想像したことだ

と思います。それが今となっては、飛行機や携帯電話・スマートホンという形になって実現して

います。このように、これからの未来は、ここにいる皆さんが想像した世界になっていきます。

２２世紀に向けて、よりよい世界を皆さんが想像して、作り上げていってください。また、近年

は人工知能 AI の急速な発達があります。これにより、科学・社会の変化が加速されることも予

測されています。予測できない未来を生き抜くためには、一人一人が未来を創造し、実現してい

く強い気持ちが大切です。 

さて、1 月は受験シーズンのスタートです。先週実施された大学共通テストに始まり、１７、

18日は県内私立高校入試、22日、23日は都内私立高校と受験生にとっては、今までの受験勉

強の成果を発揮する大切な時期になります。受験勉強は家庭学習の延長上にあり、多くの生徒た

ちにとっては、避けては通れない道標です。しかし上級学校進学はあくまで手段です。高い志を

もち、一人一人が自分を大切にし、どう社会に貢献できるかが大切です。自分の夢・目標は遥か

先にあることを忘れないようにしてください。今年はインフルエンザの流行が今後さらに懸念さ

れています。インフルエンザの療養期間は発熱後 5 日間、さらに解熱後 2 日間です。インフル

エンザも昨年まで十分警戒していた新型コロナと基本的には同じ感染経路です。飛沫感染・接触

感染に加え、密な環境ではエアロゾルを介した感染が起こりえます。自分で自分の身を守ること

の徹底をもう一度確認していきましょう。 

                

 

 

後期学校評価の結果と前期との比較・来年度への展望 

 12月の後期学校評価アンケート調査のご協力をありがとうございました。６月に実施した 

アンケート結果と併せてごらんください。   （数値は肯定的な意見１と２の合計の%） 

 
質 問 項 目 

今回 

12月 

前回 

６月 

昨年度 

１２月 

１ お子さんは授業がわかりやすいと言っている。 ７９% ７８% ７５% 

２ お子さんは不明な点に興味を持って学習に取り組んでいる。 ５４% ５３% ６０% 

３ お子さんは家庭学習の習慣が身についている。 ５０% ５１% ５８% 

４ お子さんは自分からすすんであいさつをしている。 ８３% ８４% ８７% 

５ お子さんは自分の役割に責任をもって取り組んでいる。 ８７% ８７% ８８% 

６ お子さんは誰とでも優しく関わっている。 ９２% ９３% ９５% 

７ お子さんはすすんで（外で遊ぶなど）体を動かしている。 ６０% ６２% ５５% 

８ お子さんは自らの安全に気をつけて生活している。 ９３% ９２% ９４% 

９ お子さんは規則正しい生活習慣が身についている。 ７２% ６９% ６８% 

10 学校は学校経営方針について、理解されるよう努めている。 ８１% ８１% ７９% 

11 学校は保護者や地域とともに、子どもを育てる取組みを進め

ている。 
８３% ８２% ８０% 

12 学校は保護者の思いや願いに対して適切に対応している。 ８４% ８０% ８１% 

13 学校は特色ある取組や教育を進めている。 ６５% ６６% ６５% 

14 学校は子ども一人一人に適切な指導や支援を行っている。 ７９% ７５% ７１% 

◎ お子さんは意識して「時間を守ろう」としている。 ７６% ７９% ７８% 

◎ お子さんは意識して「清掃をしっかりやろう」と思っている。 ６８% ７０% ６９% 

 

◎の項目は「五中ブロック小中連携学習生活規律」の項目です。 

・３の家庭学習の習慣については、学校・学年で取り組んでいます。授業で学んだ内容を 

家庭で振り返る習慣をこころがけていきましょう。 

・１０～１４の信頼される学校の項目は今回、上昇ぎみですが、アンケートの提出数、記述欄

の回答数などは低下ぎみです。学校からの発信方法について検討・工夫していきます。 

・五中生は友人関係・教職員との関係、学校での生活などは肯定的に捉えている生徒が多くい

ます。今後も一人一人の良さを大切にして自己肯定感を高めていきます。 

                 

＜文責：校長 川俣＞  
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